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大分県立新生支援学校



学校の概要

本校は大分市内にあり、小学部５８名、中学部４２
名、高等部６２名、合計１６２名が在籍している、県内名、高等部 名、合計 名が在籍している、県内
では最も大きな知的障がいの特別支援学校であ
る。る

肢体不自由など他の障がいを併せ有する児童肢体不 など他 障 い 併 有 児
生徒の在籍（約半数）が増え、多様な教育的ニーズ
に応じた対応や指導方法が課題となっている。応 対応や指導方法 課題 な い
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大分県の情報化について

大分県の県立学校では教職員に１台
のパソコンが貸与され 児童生徒用はのパソコンが貸与され、児童生徒用は
パソコン教室だけでなく、各教室に２台
のパソコンとプロジェクタ・書画カメラなどが設置のパソコンとプロジェクタ・書画カメラなどが設置
されＩＣＴ機器についてはかなり充実している。

教育委員会にはＩＣＴ支援員がいて継続的な研
修を行い 困ったときの対応として「ヘルプデス修を行い、困ったときの対応として「ヘルプデス
ク」も充実しているので、教職員の情報化への対
応も進んできている
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応も進んできている。



プロジェクト参加の目的

児童生徒の障がいの状況が多様化している中児童生徒の障がいの状況が多様化している中
で、一人一人の教育ニーズに合わせた指導を行う
ために今までと違う道具を使い 新しい教育の手ために今までと違う道具を使い、新しい教育の手
立てを見つける。

今年度の目標（iPadの利用）

iPadという新しいツールに慣れる。

iPadを自由に使ってみることで、効果的な利用
法やそのために必要なアプリなどを見つけ、お互
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いにその成果を還元する。



iPad使用の環境

iPadは「魔法のふでばこ」の２台（３Ｇ）と県か
らの貸与の２台（ＷＩＦＩ）を合わせて４台のiPadらの貸与の２台（ＷＩＦＩ）を合わせて４台のiPad
がある。

これを小学部、中学部、高等部にそれぞれ担当者
を一人ずつ決めて１台ずつと、１台で足りないとき
や試してみたいときにいつでも使えるように情報担
当者が１台を管理している。
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活用の状況①活用の状況①
個別の指導

◎指導者が操作して見せる◎指導者が操作して見せる

○スライドショーで絵や写真を見せる
○ビデオで行事などの動画を見せる。

※ 教室 校外学習 訪問教育などで使用する※ 教室・校外学習・訪問教育などで使用する。

◎児童生徒が自分で操作する◎児童生徒が自分で操作する

○教育用アプリなどで学習する。
○インターネットやYouTubeを利用する。
○ゲームアプリで楽しむ。
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※ 教室などで使用する。



使用の状況②使用の状況②
グループの指導グル プの指導
◎指導者が操作して見せる。

○プ ジ タや大型 ビ な○プロジェクタや大型テレビにつないで、
ビデオの鑑賞やプレゼンテーションを行う。

○アプリを操作してみせたり 課題を提示したりする○アプリを操作してみせたり、課題を提示したりする。

※教室で使用する。教室で使用する
※重度・重複障がいの児童生徒も見やすい
位置へスクリーンを置くことで、無理のな
姿勢 授業が きるい姿勢で授業ができる。
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使用し アプリ使用しているアプリ
本体内蔵アプリ本体内蔵アプリ
・Safari インターネット閲覧
・ビデオ,YouTube 動画閲覧

プ 地図検索 など・マップ 地図検索 など

インストールしたアプリインストールしたアプリ
・iBooks,CloudReaders 電子書籍，PDF閲覧
・Keynote プレゼンテーションy プレ ンテ シ ン
・AVPlayerHD 動画閲覧
・FeelClck , hiragana ,かなトーク, DropTalk , FingerPiano

他教育アプリ他教育アプリ
・太鼓の達人 他ゲームアプリ など
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※ この他にも多くのアプリを試してみた。



良いところ（成果）

教室や校内だけでなく場所を選ばずに利用ができるの
で、校外学習や訪問教育で効果的であった。（特に訪問
教育では毎回利用している。）

障がいの状況に合わせて タッチパネルを使ってかい障がいの状況に合わせて、タッチパネルを使ってかい
たり、見やすい位置にパネルを持って行ったりすること
ができるので、指導の手立てが増えた。ができるので、指導の手立てが増えた。

興味を持って、積極的に授業に参加する児童生徒がた
くさんいた。

パソコンより起動が速いので 待たずに利用できた
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パソコンより起動が速いので、待たずに利用できた。



課題
iPadでは外部の出力に制限がある。

Windowsパソコンのデータとの連携も慣れないと難しい。

入力は直感的に分かりやすい所もあるが、正確なタッチ
が必要な場合など 児童生徒によってはマウスやキーボーが必要な場合など、児童生徒によってはマウスやキ ボ
ドの方が使いやすい。

パソコンとの同期に制限があるため、複数の利用者があ
るときに管理が難しい。（間違えてデータやアプリを消し
たことがあ た）たことがあった）

来年度も使用できるか分からない。また 使用できたと
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来年度も使用できるか分からない。また、使用できたと
きに課金アプリなどの充実ができるかも分からない。


